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(57)【要約】

【課題】血液が空気に接触することを抑制できると共に

、血液の飛び跳ねを抑制できるチャンバを提供すること

。

【解決手段】血液を貯留するチャンバ本体６１と、チャ

ンバ本体６１に配置され、チャンバ本体６１に血液を導

入する血液導入口６１１ａと、チャンバ本体６１の底部

に配置され、チャンバ本体６１に貯留された血液を導出

する血液導出口６１２ａと、チャンバ本体６１の側部に

配置され、チャンバ本体６１に補液としての透析液を導

入する補液導入口６１６ａと、を備える。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 血 液 を 貯 留 す る チ ャ ン バ 本 体 と 、

　 前 記 チ ャ ン バ 本 体 に 配 置 さ れ 前 記 チ ャ ン バ 本 体 に 血 液 を 導 入 す る 血 液 導 入 口 と 、

　 前 記 チ ャ ン バ 本 体 の 底 部 に 配 置 さ れ 、 前 記 チ ャ ン バ 本 体 に 貯 留 さ れ た 血 液 を 導 出 す る 血

液 導 出 口 と 、

　 前 記 チ ャ ン バ 本 体 の 側 部 に 配 置 さ れ 、 前 記 チ ャ ン バ 本 体 に 補 液 と し て の 透 析 液 を 導 入 す

る 補 液 導 入 口 と 、 を 備 え る チ ャ ン バ 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 補 液 導 入 口 は 、 血 液 層 の 上 面 よ り も 上 方 に 位 置 す る 請 求 項 １ に 記 載 の チ ャ ン バ 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 補 液 導 入 口 は 、 前 記 チ ャ ン バ 本 体 の 内 周 面 の 接 線 方 向 を 向 い て 開 口 す る 請 求 項 １ 又

は ２ に 記 載 の チ ャ ン バ 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 血 液 導 入 口 は 、 前 記 補 液 導 入 口 よ り も 下 方 に 配 置 さ れ る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に

記 載 の チ ャ ン バ 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 血 液 導 入 口 は 、 前 記 チ ャ ン バ 本 体 の 底 部 に 配 置 さ れ る 請 求 項 ４ に 記 載 の チ ャ ン バ 。

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か に 記 載 の チ ャ ン バ と 、

　 透 析 膜 を 介 し て 血 液 と 透 析 液 と を 接 触 さ せ る 血 液 透 析 器 と 、

　 一 端 側 が 対 象 者 の 動 脈 に 接 続 さ れ 他 端 側 が 前 記 血 液 透 析 器 に 接 続 さ れ る 動 脈 側 ラ イ ン 、

及 び 一 端 側 が 前 記 血 液 透 析 器 に 接 続 さ れ 他 端 側 が 対 象 者 の 静 脈 に 接 続 さ れ る 静 脈 側 ラ イ ン

を 有 す る 血 液 回 路 と 、

　 前 記 血 液 透 析 器 に 透 析 液 を 導 入 す る 透 析 液 導 入 ラ イ ン 、 及 び 前 記 血 液 透 析 器 か ら 透 析 液

を 導 出 す る 透 析 液 導 出 ラ イ ン を 有 す る 透 析 液 回 路 と 、

　 前 記 血 液 回 路 及 び 前 記 透 析 液 回 路 を 制 御 す る 制 御 装 置 と 、 を 備 え 、

　 前 記 透 析 液 回 路 は 、 前 記 透 析 液 導 入 ラ イ ン 又 は 前 記 透 析 液 導 出 ラ イ ン を 流 通 す る 透 析 液

の 一 部 を 補 液 と し て 前 記 チ ャ ン バ に 供 給 す る 送 液 ラ イ ン と 、 前 記 送 液 ラ イ ン に 配 置 さ れ る

ポ ン プ と 、 を 有 す る 血 液 透 析 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 チ ャ ン バ 及 び こ の チ ャ ン バ を 備 え る 血 液 透 析 装 置 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 従 来 、 腎 機 能 不 全 の 患 者 に 対 し て 、 そ の 患 者 の 血 液 を 浄 化 す る た め に 、 透 析 治 療 が 行 わ

れ て い る 。 透 析 治 療 に お い て は 、 患 者 か ら 取 り 出 し た 血 液 を 、 半 透 膜 を 備 え る ダ イ ア ラ イ

ザ に よ っ て 透 析 （ 血 液 透 析 ） し 、 血 液 か ら 不 純 物 を 除 去 す る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 透 析 治 療 の う ち 、 血 液 濾 過 透 析 （ Ｈ Ｄ Ｆ ： Ｈ ｅ ｍ ｏ ｄ ｉ ａ ｆ ｉ ｌ ｔ ｒ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ ） で は

、 血 液 透 析 に 濾 過 を 組 み 合 わ せ る こ と で 、 血 液 の 浄 化 効 率 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 Ｈ

Ｄ Ｆ に お い て は 、 濾 過 に よ る 血 液 の 減 少 分 を 、 透 析 前 又 は 透 析 後 の 血 液 に 補 液 す る 。 Ｈ Ｄ

Ｆ の う ち 、 特 に 、 ダ イ ア ラ イ ザ に 供 給 さ れ る 透 析 液 の 一 部 を 補 液 に 用 い る 技 術 は 、 オ ン ラ

イ ン Ｈ Ｄ Ｆ と 呼 ば れ る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 こ の よ う な オ ン ラ イ ン Ｈ Ｄ Ｆ を 実 施 す る 構 成 に お い て 、 静 脈 側 チ ャ ン バ 及 び 動 脈 側 チ ャ

ン バ を 備 え 、 静 脈 側 チ ャ ン バ 又 は 動 脈 側 チ ャ ン バ に 貯 留 さ れ た 血 液 に 、 濾 過 に よ る 血 液 の

減 少 分 を 補 液 す る 透 析 装 置 が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。

【 先 行 技 術 文 献 】
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【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － １ ７ ４ ２ ３ ５ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 特 許 文 献 １ に 記 載 の 静 脈 側 チ ャ ン バ 又 は 動 脈 側 チ ャ ン バ に お い て は 、 血 液 及 び 補 液 を チ

ャ ン バ の 上 部 側 か ら 導 入 す る た め 、 血 液 が 直 接 空 気 に 触 れ や す く 、 血 液 と 空 気 が 接 触 し て

い る 界 面 で は 、 血 液 が 凝 固 し や す い 。 ま た 、 オ ン ラ イ ン Ｈ Ｄ Ｆ を 行 う 際 に 、 補 液 を チ ャ ン

バ の 上 部 側 か ら 導 入 す る た め 、 上 記 界 面 で の 乱 れ や 血 液 の 飛 び 跳 ね を 起 こ し 易 く な り 、 そ

の 結 果 、 チ ャ ン バ 内 で 血 栓 が 生 成 さ れ る お そ れ が あ る 。

　 そ の た め 、 血 液 が 空 気 に 接 触 す る こ と を 抑 制 で き る と 共 に 、 血 液 と 空 気 と が 接 触 す る 界

面 の 乱 れ や 血 液 の 飛 び 跳 ね を 抑 制 で き る チ ャ ン バ が 望 ま れ る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 は 、 血 液 と 空 気 と が 接 触 す る 界 面 の 形 成 を 抑 制 で き る と 共 に 、 血 液 の 飛 び 跳 ね を

抑 制 で き る チ ャ ン バ 及 び 血 液 透 析 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 発 明 で は 、 チ ャ ン バ 内 に 貯 留 さ れ る 血 液 の 液 面 上 側 に 、 補 液 に よ る 液 相 を 重 層 す る こ

と で 、 血 液 と 空 気 の 界 面 の 形 成 を 防 止 （ 抑 止 ） す る こ と に よ り 、 上 記 課 題 を 解 決 し た 。

即 ち 、 本 発 明 は 、 血 液 を 貯 留 す る チ ャ ン バ 本 体 と 、 前 記 チ ャ ン バ 本 体 に 配 置 さ れ 前 記 チ ャ

ン バ 本 体 に 血 液 を 導 入 す る 血 液 導 入 口 と 、 前 記 チ ャ ン バ 本 体 の 底 部 に 配 置 さ れ 、 前 記 チ ャ

ン バ 本 体 に 貯 留 さ れ た 血 液 を 導 出 す る 血 液 導 出 口 と 、 前 記 チ ャ ン バ 本 体 の 側 部 に 配 置 さ れ

、 前 記 チ ャ ン バ 本 体 に 補 液 と し て の 透 析 液 を 導 入 す る 補 液 導 入 口 と 、 を 備 え る チ ャ ン バ に

関 す る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 ま た 、 前 記 補 液 導 入 口 は 、 血 液 層 の 上 面 よ り も 上 方 に 位 置 す る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 ま た 、 前 記 補 液 導 入 口 は 、 前 記 チ ャ ン バ 本 体 の 内 周 面 の 接 線 方 向 を 向 い て 開 口 す る こ と

が 好 ま し い 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 ま た 、 前 記 血 液 導 入 口 は 、 前 記 補 液 導 入 口 よ り も 下 方 に 配 置 さ れ る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 ま た 、 前 記 血 液 導 入 口 は 、 前 記 チ ャ ン バ 本 体 の 底 部 に 配 置 さ れ る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 ま た 、 前 記 チ ャ ン バ と 、 透 析 膜 を 介 し て 血 液 と 透 析 液 と を 接 触 さ せ る 血 液 透 析 器 と 、 一

端 側 が 対 象 者 の 動 脈 に 接 続 さ れ 他 端 側 が 前 記 血 液 透 析 器 に 接 続 さ れ る 動 脈 側 ラ イ ン 、 及 び

一 端 側 が 前 記 血 液 透 析 器 に 接 続 さ れ 他 端 側 が 対 象 者 の 静 脈 に 接 続 さ れ る 静 脈 側 ラ イ ン を 有

す る 血 液 回 路 と 、 前 記 血 液 透 析 器 に 透 析 液 を 導 入 す る 透 析 液 導 入 ラ イ ン 、 及 び 前 記 血 液 透

析 器 か ら 透 析 液 を 導 出 す る 透 析 液 導 出 ラ イ ン を 有 す る 透 析 液 回 路 と 、 前 記 血 液 回 路 及 び 前

記 透 析 液 回 路 を 制 御 す る 制 御 装 置 と 、 を 備 え 、 前 記 透 析 液 回 路 は 、 前 記 透 析 液 導 入 ラ イ ン

又 は 前 記 透 析 液 導 出 ラ イ ン を 流 通 す る 透 析 液 の 一 部 を 補 液 と し て 前 記 チ ャ ン バ に 供 給 す る

送 液 ラ イ ン と 、 前 記 送 液 ラ イ ン に 配 置 さ れ る ポ ン プ と 、 を 有 す る 血 液 透 析 装 置 に 関 す る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ４ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 チ ャ ン バ 内 の 血 液 液 面 の 上 側 に 、 補 液 か ら な る 液 相 を 重 層 す る こ と で

、 血 液 が 空 気 に 接 触 す る こ と を 抑 制 （ 防 止 ） で き る と 共 に 、 血 液 の 飛 び 跳 ね を 抑 制 で き る

チ ャ ン バ を 提 供 す る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ５ 】
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【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 る 血 液 透 析 装 置 の 全 体 構 成 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 第 １ 実 施 形 態 に お け る チ ャ ン バ の 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 図 ２ に お け る Ａ － Ａ 線 断 面 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 血 液 浄 化 装 置 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る 静 脈 側 チ ャ ン バ の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 に 係 る 静 脈 側 チ ャ ン バ の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 １ 変 形 形 態 に 係 る 静 脈 側 チ ャ ン バ の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 ２ 変 形 形 態 に 係 る 静 脈 側 チ ャ ン バ の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ９ 】 第 ３ 変 形 形 態 の 構 成 を 示 す 図 で あ っ て 、 補 液 導 入 口 及 び 側 部 血 液 導 入 口 の 位 置 関

係 の 例 を 模 式 的 に 示 す 図 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ６ 】

（ 第 １ 実 施 形 態 ）

　 以 下 、 本 発 明 の 血 液 透 析 装 置 の 好 ま し い 各 実 施 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明

す る 。 第 １ 実 施 形 態 の 血 液 透 析 装 置 １ の 全 体 構 成 に つ き 、 図 １ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。

　 本 発 明 の 血 液 透 析 装 置 １ は 、 血 液 濾 過 透 析 （ Ｈ Ｄ Ｆ ： Ｈ ｅ ｍ ｏ ｄ ｉ ａ ｆ ｉ ｌ ｔ ｒ ａ ｔ ｉ

ｏ ｎ ） を 行 う 装 置 で あ る 。 Ｈ Ｄ Ｆ に お い て は 、 濾 過 に よ る 血 液 の 減 少 分 を 、 透 析 前 又 は 透

析 後 の 血 液 に 補 液 す る 。 本 実 施 形 態 に お い て は 、 Ｈ Ｄ Ｆ の う ち 、 特 に 、 ダ イ ア ラ イ ザ に 供

給 さ れ る 透 析 液 の 一 部 を 補 液 に 用 い る 、 い わ ゆ る オ ン ラ イ ン Ｈ Ｄ Ｆ と 呼 ば れ る 方 法 を 用 い

て い る 。 ま た 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 血 液 浄 化 の 方 法 と し て 、 オ ン ラ イ ン Ｈ Ｄ Ｆ に お い

て 、 ダ イ ア ラ イ ザ の 下 流 側 に お い て 血 液 を 補 液 す る 後 希 釈 に よ る 方 法 を 用 い て い る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 血 液 透 析 装 置 １ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 血 液 透 析 器 と し て の ダ イ ア ラ イ ザ １ ０ と 、 静 脈

側 チ ャ ン バ ６ ０ と 、 血 液 回 路 ２ ０ と 、 透 析 液 回 路 ３ ０ と 、 温 度 調 節 部 と し て の ヒ ー タ ４ ０

と 、 制 御 装 置 ５ ０ と 、 を 備 え る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 ダ イ ア ラ イ ザ １ ０ は 、 筒 状 に 形 成 さ れ た 容 器 本 体 １ １ と 、 こ の 容 器 本 体 １ １ の 内 部 に 収

容 さ れ た 透 析 膜 （ 図 示 せ ず ） と 、 を 備 え 、 容 器 本 体 １ １ の 内 部 は 、 透 析 膜 に よ り 血 液 側 流

路 と 透 析 液 側 流 路 と に 区 画 さ れ る （ い ず れ も 図 示 せ ず ） 。 容 器 本 体 １ １ に は 、 血 液 側 流 路

に 連 通 す る 血 液 導 入 口 １ １ １ 及 び 血 液 導 出 口 １ １ ２ と 、 透 析 液 側 流 路 に 連 通 す る 透 析 液 導

入 口 １ １ ３ 及 び 透 析 液 導 出 口 １ １ ４ と 、 が 形 成 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 静 脈 側 チ ャ ン バ ６ ０ は 、 血 液 回 路 ２ ０ 内 の 気 泡 や 血 栓 等 を 取 り 除 く た め に 後 述 す る 静 脈

側 ラ イ ン ２ ２ に 設 け ら れ 、 例 え ば ２ ０ ｍ ｌ 程 度 の 所 定 量 の 血 液 や 補 液 （ 透 析 液 ） を 貯 留 可

能 で あ る 。 静 脈 側 チ ャ ン バ ６ ０ は 、 可 撓 性 を 有 す る 材 質 に よ り 構 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 静 脈 側 チ ャ ン バ ６ ０ は 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 血 液 を 貯 留 す る チ ャ ン バ 本 体 ６ １

と 、 チ ャ ン バ 本 体 ６ １ の 底 部 に 配 置 さ れ る 底 部 血 液 導 入 部 ６ １ １ と 、 チ ャ ン バ 本 体 ６ １ の

底 部 に 配 置 さ れ る 底 部 血 液 導 出 部 ６ １ ２ と 、 オ ー バ ー フ ロ ー 部 ６ １ ３ と 、 静 脈 圧 検 出 部 ６

１ ４ と 、 上 部 血 液 導 入 部 ６ １ ５ と 、 チ ャ ン バ 本 体 ６ １ の 側 部 に 配 置 さ れ る 補 液 導 入 部 ６ １

６ と 、 を 有 す る 。 チ ャ ン バ 本 体 ６ １ は 、 底 部 側 筒 状 部 ６ ２ と 、 中 間 筒 状 部 ６ ３ と 、 上 部 側

筒 状 部 ６ ４ と 、 を 備 え る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 中 間 筒 状 部 ６ ３ は 、 上 下 方 向 に 延 び る 円 筒 状 に 形 成 さ れ る 。 中 間 筒 状 部 ６ ３ の 上 端 部 に

は 、 上 部 側 筒 状 部 ６ ４ が 接 続 さ れ る 。 中 間 筒 状 部 ６ ３ の 下 端 部 に は 、 底 部 側 筒 状 部 ６ ２ が

接 続 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 底 部 側 筒 状 部 ６ ２ は 、 底 面 を 有 す る 円 筒 状 に 形 成 さ れ 、 上 下 方 向 に 延 び 且 つ 中 間 筒 状 部

６ ３ よ り も 上 下 方 向 の 長 さ が 短 い 。 底 部 側 筒 状 部 ６ ２ は 、 そ の 下 部 に 、 底 部 血 液 導 入 部 ６

１ １ 及 び 底 部 血 液 導 出 部 ６ １ ２ が 配 置 さ れ る 。
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【 ０ ０ ２ ３ 】

　 底 部 血 液 導 入 部 ６ １ １ は 、 上 下 方 向 に 延 び る 。 底 部 血 液 導 入 部 ６ １ １ は 、 下 方 に 開 口 す

る 底 部 血 液 導 入 口 ６ １ １ ａ （ 血 液 導 入 口 ） を 介 し て 、 底 部 側 筒 状 部 ６ ２ の 下 部 に 接 続 さ れ

て い る 。

　 底 部 血 液 導 入 口 ６ １ １ ａ は 、 チ ャ ン バ 本 体 ６ １ の 内 部 に 血 液 を 導 入 す る 開 口 で あ る 。 底

部 血 液 導 入 口 ６ １ １ ａ は 、 後 述 す る 静 脈 側 ラ イ ン ２ ２ の 静 脈 側 上 流 ラ イ ン ２ ２ ａ を 介 し て

、 ダ イ ア ラ イ ザ １ ０ の 血 液 導 出 口 １ １ ２ に 接 続 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 底 部 血 液 導 出 部 ６ １ ２ は 、 上 下 方 向 に 延 び る 。 底 部 血 液 導 出 部 ６ １ ２ は 、 下 方 に 開 口 す

る 底 部 血 液 導 出 口 ６ １ ２ ａ （ 血 液 導 出 口 ） を 介 し て 、 底 部 側 筒 状 部 ６ ２ の 下 部 に 接 続 さ れ

て い る 。

　 底 部 血 液 導 出 口 ６ １ ２ ａ は 、 チ ャ ン バ 本 体 ６ １ に 貯 留 さ れ た 血 液 を チ ャ ン バ 本 体 ６ １ の

外 部 に 導 出 す る 開 口 で あ る 。 底 部 血 液 導 出 口 ６ １ ２ ａ は 、 後 述 す る 静 脈 側 ラ イ ン ２ ２ の 静

脈 側 下 流 ラ イ ン ２ ２ ｂ を 介 し て 、 対 象 者 （ 透 析 患 者 ） の 静 脈 に 接 続 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 上 部 側 筒 状 部 ６ ４ は 、 天 面 を 有 す る 円 筒 状 に 形 成 さ れ 、 上 下 方 向 に 延 び る 。 上 部 側 筒 状

部 ６ ４ の 上 部 に は 、 オ ー バ ー フ ロ ー 部 ６ １ ３ 、 静 脈 圧 検 出 部 ６ １ ４ 及 び 上 部 血 液 導 入 部 ６

１ ５ が 配 置 さ れ る 。 上 部 側 筒 状 部 ６ ４ の 側 部 に は 、 補 液 導 入 部 ６ １ ６ が 配 置 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 オ ー バ ー フ ロ ー 部 ６ １ ３ は 、 オ ー バ ー フ ロ ー 口 ６ １ ３ ａ を 介 し て 、 チ ャ ン バ 本 体 ６ １ の

上 部 に 接 続 さ れ て い る 。 静 脈 圧 検 出 部 ６ １ ４ は 、 静 脈 圧 検 出 口 ６ １ ４ ａ を 介 し て 、 チ ャ ン

バ 本 体 ６ １ の 上 部 に 接 続 さ れ て い る 。 上 部 血 液 導 入 部 ６ １ ５ は 、 上 部 血 液 導 入 口 ６ １ ５ ａ

を 介 し て 、 チ ャ ン バ 本 体 ６ １ の 上 部 に 接 続 さ れ て い る 。

　 オ ー バ ー フ ロ ー 口 ６ １ ３ ａ 、 静 脈 圧 検 出 口 ６ １ ４ ａ 及 び 上 部 血 液 導 入 口 ６ １ ５ ａ は 、 い

ず れ も 、 上 方 に 向 け て 開 口 す る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 オ ー バ ー フ ロ ー 口 ６ １ ３ ａ に は 、 チ ャ ン バ 本 体 ６ １ の 内 部 に 延 び る チ ュ ー ブ が 接 続 さ れ

て お り 、 こ の チ ュ ー ブ の 下 端 部 は 、 チ ャ ン バ 本 体 ６ １ の 内 部 に お け る 所 定 の 高 さ （ 本 実 施

形 態 で は 補 液 導 入 口 ６ １ ６ ａ よ り も 若 干 上 方 ） ま で 延 び て い る 。

　 静 脈 圧 検 出 口 ６ １ ４ ａ に は 、 静 脈 圧 セ ン サ ２ ２ １ が 接 続 さ れ る 。 静 脈 圧 セ ン サ ２ ２ １ は

、 静 脈 側 チ ャ ン バ ６ ０ の 内 部 の 血 液 の 静 脈 圧 を 検 出 す る 。

　 上 部 血 液 導 入 口 ６ １ ５ ａ に は 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 何 も 接 続 さ れ て い な い 。 な お 、

上 部 血 液 導 入 口 ６ １ ５ ａ に は 、 後 述 す る 第 ２ 実 施 形 態 に 説 明 す る よ う に 、 静 脈 側 ラ イ ン ２

２ の 静 脈 側 上 流 ラ イ ン ２ ２ ａ に 底 部 血 液 導 入 口 ６ １ １ ａ を 接 続 せ ず に 、 上 部 血 液 導 入 口 ６

１ ５ ａ に は 、 底 部 血 液 導 入 口 ６ １ １ ａ に 接 続 さ れ る 静 脈 側 ラ イ ン ２ ２ の 静 脈 側 上 流 ラ イ ン

２ ２ ａ を 接 続 し て 構 成 す る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 補 液 導 入 部 ６ １ ６ は 、 チ ャ ン バ 本 体 ６ １ の 側 部 か ら 略 水 平 方 向 に 延 び る 。 補 液 導 入 部 ６

１ ６ は 、 チ ャ ン バ 本 体 ６ １ の 側 方 に 開 口 す る 補 液 導 入 口 ６ １ ６ ａ を 介 し て 、 チ ャ ン バ 本 体

６ １ の 側 部 に 接 続 さ れ て い る 。

　 補 液 導 入 口 ６ １ ６ ａ は 、 チ ャ ン バ 本 体 ６ １ に 補 液 と し て の 透 析 液 を 導 入 す る 。 補 液 導 入

口 ６ １ ６ ａ は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 チ ャ ン バ 本 体 ６ １ の 内 周 面 の 接 線 方 向 を 向 い て 形 成 さ

れ 、 略 水 平 方 向 に 開 口 す る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 血 液 回 路 ２ ０ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 動 脈 側 ラ イ ン ２ １ と 、 静 脈 側 ラ イ ン ２ ２ と 、 薬 剤

ラ イ ン ２ ３ と 、 オ ー バ ー フ ロ ー ラ イ ン ２ ４ と 、 を 備 え る 。 動 脈 側 ラ イ ン ２ １ 、 静 脈 側 ラ イ

ン ２ ２ 、 薬 剤 ラ イ ン ２ ３ 及 び オ ー バ ー フ ロ ー ラ イ ン ２ ４ は 、 い ず れ も 液 体 が 流 通 可 能 な 可

撓 性 を 有 す る チ ュ ー ブ を 主 体 と し て 構 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 動 脈 側 ラ イ ン ２ １ は 、 一 端 側 が 対 象 者 （ 透 析 患 者 ） の 動 脈 に 接 続 さ れ 、 他 端 側 が ダ イ ア
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ラ イ ザ １ ０ の 血 液 導 入 口 １ １ １ に 接 続 さ れ る 。 動 脈 側 ラ イ ン ２ １ に は 、 気 泡 セ ン サ ２ １ １

、 血 液 ポ ン プ ２ １ ２ 、 及 び 動 脈 側 チ ャ ン バ ２ １ ３ が 配 置 さ れ る 。

　 気 泡 セ ン サ ２ １ １ は 、 動 脈 側 ラ イ ン ２ １ の 内 部 を 流 通 す る 血 液 中 に 含 ま れ る 気 泡 を 検 出

す る 。 血 液 ポ ン プ ２ １ ２ は 、 動 脈 側 ラ イ ン ２ １ に お け る 気 泡 セ ン サ ２ １ １ よ り も 下 流 側 に

配 置 さ れ る 。 血 液 ポ ン プ ２ １ ２ は 、 動 脈 側 ラ イ ン ２ １ を 構 成 す る チ ュ ー ブ を し ご く こ と に

よ り 、 動 脈 側 ラ イ ン ２ １ の 内 部 の 血 液 を 送 り 出 す 。 動 脈 側 チ ャ ン バ ２ １ ３ は 、 動 脈 側 ラ イ

ン ２ １ に お け る 血 液 ポ ン プ ２ １ ２ よ り も 下 流 側 に 配 置 さ れ る 。 動 脈 側 チ ャ ン バ ２ １ ３ は 、

所 定 量 （ 例 え ば 、 ２ ０ ｍ ｌ ） の 血 液 を 貯 留 す る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 静 脈 側 ラ イ ン ２ ２ は 、 静 脈 側 上 流 ラ イ ン ２ ２ ａ と 、 静 脈 側 下 流 ラ イ ン ２ ２ ｂ と 、 を 備 え

る 。

　 静 脈 側 上 流 ラ イ ン ２ ２ ａ は 、 一 端 側 が ダ イ ア ラ イ ザ １ ０ の 血 液 導 出 口 １ １ ２ に 接 続 さ れ

、 他 端 側 が 静 脈 側 チ ャ ン バ ６ ０ の 底 部 血 液 導 入 口 ６ １ １ ａ に 接 続 さ れ る 。

　 静 脈 側 下 流 ラ イ ン ２ ２ ｂ は 、 一 端 側 が 静 脈 側 チ ャ ン バ ６ ０ の 底 部 血 液 導 出 口 ６ １ ２ ａ に

接 続 さ れ 、 他 端 側 が 対 象 者 （ 透 析 患 者 ） の 静 脈 に 接 続 さ れ る 。 静 脈 側 下 流 ラ イ ン ２ ２ ｂ に

は 、 気 泡 セ ン サ ２ ２ ２ 、 静 脈 側 ク ラ ン プ ２ ２ ３ が 配 置 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 気 泡 セ ン サ ２ ２ ２ は 、 静 脈 側 ラ イ ン ２ ２ に お け る 静 脈 側 チ ャ ン バ ６ ０ よ り も 下 流 側 に 配

置 さ れ る 。 気 泡 セ ン サ ２ ２ ２ は 、 静 脈 側 ラ イ ン ２ ２ の 内 部 を 流 通 す る 血 液 中 に 含 ま れ る 気

泡 を 検 出 す る 。 静 脈 側 ク ラ ン プ ２ ２ ３ は 、 静 脈 側 ラ イ ン ２ ２ に お け る 気 泡 セ ン サ ２ ２ ２ よ

り も 下 流 側 に 配 置 さ れ る 。 静 脈 側 ク ラ ン プ ２ ２ ３ は 、 静 脈 側 ラ イ ン ２ ２ の 流 路 を 開 閉 す る

。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 薬 剤 ラ イ ン ２ ３ は 、 血 液 透 析 中 に 必 要 な 薬 剤 を 動 脈 側 ラ イ ン ２ １ に 供 給 す る 。 薬 剤 ラ イ

ン ２ ３ は 、 一 端 側 （ 基 端 側 ） が 薬 剤 を 送 り 出 す 薬 液 ポ ン プ ２ ３ １ に 接 続 さ れ 、 他 端 側 （ 先

端 側 ） が 動 脈 側 ラ イ ン ２ １ に お け る 血 液 ポ ン プ ２ １ ２ と 動 脈 側 チ ャ ン バ ２ １ ３ と の 間 に 接

続 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 オ ー バ ー フ ロ ー ラ イ ン ２ ４ は 、 一 端 側 （ 基 端 側 ） が 静 脈 側 チ ャ ン バ ６ ０ の オ ー バ ー フ ロ

ー 口 ６ １ ３ ａ に 接 続 さ れ る 。 オ ー バ ー フ ロ ー ラ イ ン ２ ４ は 、 プ ラ イ ミ ン グ 工 程 に お い て 静

脈 側 ラ イ ン ２ ２ を 流 通 す る 生 理 食 塩 液 、 空 気 等 を 外 部 に 排 出 す る 。 オ ー バ ー フ ロ ー ラ イ ン

２ ４ に は 、 オ ー バ ー フ ロ ー ク ラ ン プ ２ ４ １ が 配 置 さ れ る 。 オ ー バ ー フ ロ ー ク ラ ン プ ２ ４ １

は 、 オ ー バ ー フ ロ ー ラ イ ン ２ ４ の 流 路 を 開 閉 す る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 以 上 の 血 液 回 路 ２ ０ に よ れ ば 、 対 象 者 （ 透 析 患 者 ） の 動 脈 か ら 取 り 出 さ れ た 血 液 は 、 血

液 ポ ン プ ２ １ ２ に よ り 動 脈 側 ラ イ ン ２ １ を 流 通 し て ダ イ ア ラ イ ザ １ ０ の 血 液 側 流 路 に 導 入

さ れ る 。 ダ イ ア ラ イ ザ １ ０ に 導 入 さ れ た 血 液 は 、 透 析 膜 を 介 し て 後 述 す る 透 析 液 回 路 ３ ０

を 流 通 す る 透 析 液 に よ り 浄 化 さ れ る 。 ま た 、 ダ イ ア ラ イ ザ １ ０ に お い て 浄 化 さ れ た 血 液 は

、 静 脈 側 チ ャ ン バ ６ ０ に 導 入 さ れ て 貯 留 さ れ る 。 静 脈 側 チ ャ ン バ ６ ０ に 一 旦 貯 留 さ れ た 血

液 に は 、 後 述 す る 送 液 ラ イ ン ３ ８ を 介 し て 補 液 と し て の 透 析 液 が 補 充 さ れ る 。 静 脈 側 チ ャ

ン バ ６ ０ に 一 旦 貯 留 さ れ て 補 液 が 補 充 さ れ た 血 液 は 、 静 脈 側 ラ イ ン ２ ２ を 流 通 し て 対 象 者

の 静 脈 に 返 血 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 透 析 液 回 路 ３ ０ は 、 本 実 施 形 態 で は 、 い わ ゆ る 密 閉 容 量 制 御 方 式 の 透 析 液 回 路 ３ ０ に よ

り 構 成 さ れ る 。 こ の 透 析 液 回 路 ３ ０ は 、 透 析 液 チ ャ ン バ ３ １ と 、 透 析 液 供 給 ラ イ ン ３ ２ と

、 透 析 液 導 入 ラ イ ン ３ ３ と 、 透 析 液 導 出 ラ イ ン ３ ４ と 、 排 液 ラ イ ン ３ ５ と 、 バ イ パ ス ラ イ

ン ３ ６ と 、 除 水 ／ 逆 ろ 過 ポ ン プ ３ ７ と 、 送 液 ラ イ ン ３ ８ と 、 ポ ン プ と し て の オ ン ラ イ ン 用

補 液 ポ ン プ ３ ９ と 、 を 備 え る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 透 析 液 チ ャ ン バ ３ １ は 、 一 定 容 量 （ 例 え ば 、 ３ ０ ０ ｍ ｌ ～ ５ ０ ０ ｍ ｌ ） の 透 析 液 を 収 容
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可 能 な 硬 質 の 容 器 ３ １ １ と 、 こ の 容 器 ３ １ １ の 内 部 を 区 画 す る 軟 質 の 隔 膜 （ ダ イ ア フ ラ ム

） ３ １ ２ と 、 を 備 え る 。 透 析 液 チ ャ ン バ ３ １ の 内 部 は 、 隔 膜 ３ １ ２ に よ り 送 液 収 容 部 ３ １

３ 及 び 排 液 収 容 部 ３ １ ４ に 区 画 さ れ る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 透 析 液 供 給 ラ イ ン ３ ２ は 、 基 端 側 が 透 析 液 供 給 装 置 （ 図 示 せ ず ） に 接 続 さ れ 、 先 端 側 が

透 析 液 チ ャ ン バ ３ １ に 接 続 さ れ る 。 透 析 液 供 給 ラ イ ン ３ ２ は 、 透 析 液 チ ャ ン バ ３ １ の 送 液

収 容 部 ３ １ ３ に 透 析 液 を 供 給 す る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 透 析 液 導 入 ラ イ ン ３ ３ は 、 透 析 液 チ ャ ン バ ３ １ と ダ イ ア ラ イ ザ １ ０ の 透 析 液 導 入 口 １ １

３ と を 接 続 し 、 透 析 液 チ ャ ン バ ３ １ の 送 液 収 容 部 ３ １ ３ に 収 容 さ れ た 透 析 液 を ダ イ ア ラ イ

ザ １ ０ の 透 析 液 側 流 路 に 導 入 す る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 透 析 液 導 出 ラ イ ン ３ ４ は 、 ダ イ ア ラ イ ザ １ ０ の 透 析 液 導 出 口 １ １ ４ と 透 析 液 チ ャ ン バ ３

１ と を 接 続 し 、 ダ イ ア ラ イ ザ １ ０ か ら 排 出 さ れ た 透 析 液 を 透 析 液 チ ャ ン バ ３ １ の 排 液 収 容

部 ３ １ ４ に 導 出 す る 。

　 排 液 ラ イ ン ３ ５ は 、 基 端 側 が 透 析 液 チ ャ ン バ ３ １ に 接 続 さ れ 、 排 液 収 容 部 ３ １ ４ に 収 容

さ れ た 透 析 液 の 排 液 を 排 出 す る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 バ イ パ ス ラ イ ン ３ ６ は 、 透 析 液 導 出 ラ イ ン ３ ４ と 排 液 ラ イ ン ３ ５ と を 接 続 す る 。

　 除 水 ／ 逆 ろ 過 ポ ン プ ３ ７ は 、 バ イ パ ス ラ イ ン ３ ６ に 配 置 さ れ る 。 除 水 ／ 逆 ろ 過 ポ ン プ ３

７ は 、 バ イ パ ス ラ イ ン ３ ６ の 内 部 の 透 析 液 を 排 液 ラ イ ン ３ ５ 側 に 流 通 さ せ る 方 向 （ 除 水 方

向 ） 及 び 透 析 液 導 出 ラ イ ン ３ ４ 側 に 流 通 さ せ る 方 向 （ 逆 ろ 過 方 向 ） に 送 液 可 能 に 駆 動 す る

ポ ン プ に よ り 構 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 送 液 ラ イ ン ３ ８ は 、 透 析 液 導 入 ラ イ ン ３ ３ と 静 脈 側 チ ャ ン バ ６ ０ と を 接 続 す る 。 送 液 ラ

イ ン ３ ８ は 、 一 端 側 が 透 析 液 導 入 ラ イ ン ３ ３ の 途 中 に 接 続 さ れ 、 他 端 側 が 静 脈 側 チ ャ ン バ

６ ０ の 補 液 導 入 口 ６ １ ６ ａ に 接 続 さ れ る 。 送 液 ラ イ ン ３ ８ は 、 透 析 液 導 入 ラ イ ン ３ ３ を 流

通 す る 透 析 液 の 一 部 を 補 液 と し て 、 静 脈 側 ラ イ ン ２ ２ に 配 置 さ れ た 静 脈 側 チ ャ ン バ ６ ０ に

供 給 す る 。

　 オ ン ラ イ ン 用 補 液 ポ ン プ ３ ９ は 、 送 液 ラ イ ン ３ ８ に 配 置 さ れ 、 送 液 ラ イ ン ３ ８ を 構 成 す

る チ ュ ー ブ を し ご く こ と に よ り 、 送 液 ラ イ ン ３ ８ の 内 部 の 透 析 液 を 静 脈 側 チ ャ ン バ ６ ０ に

向 け て 送 り 出 す 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 以 上 の 透 析 液 回 路 ３ ０ に よ れ ば 、 透 析 液 チ ャ ン バ ３ １ を 硬 質 の 容 器 ３ １ １ 及 び こ の 容 器

３ １ １ の 内 部 を 区 画 す る ダ イ ア フ ラ ム ３ １ ２ に よ り 構 成 す る こ と で 、 透 析 液 チ ャ ン バ ３ １

か ら の 透 析 液 の 導 出 量 （ 送 液 収 容 部 ３ １ ３ へ の 透 析 液 の 供 給 量 ） と 、 透 析 液 チ ャ ン バ ３ １

（ 排 液 収 容 部 ３ １ ４ ） に 回 収 さ れ る 排 液 の 量 と 、 を 同 量 に で き る 。

　 こ れ に よ り 、 除 水 ／ 逆 ろ 過 ポ ン プ ３ ７ を 停 止 さ せ た 状 態 で は 、 ダ イ ア ラ イ ザ １ ０ に 導 入

さ れ る 透 析 液 の 流 量 と ダ イ ア ラ イ ザ １ ０ か ら 導 出 さ れ る 透 析 液 （ 排 液 ） の 量 と を 同 量 に で

き る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 ま た 、 除 水 ／ 逆 ろ 過 ポ ン プ ３ ７ を 除 水 方 向 に 送 液 す る よ う に 駆 動 さ せ た 場 合 に は 、 透 析

液 導 出 ラ イ ン ３ ４ を 流 通 す る 透 析 液 の 量 は 、 透 析 液 チ ャ ン バ ３ １ に 回 収 さ れ る 透 析 液 の 量

（ 即 ち 、 透 析 液 導 入 ラ イ ン ３ ３ を 流 通 す る 透 析 液 の 量 ） に 、 バ イ パ ス ラ イ ン ３ ６ を 流 通 す

る 透 析 液 の 量 を 加 え た 量 と な る 。 こ れ に よ り 、 透 析 液 導 出 ラ イ ン ３ ４ を 流 通 す る 透 析 液 の

量 は 、 バ イ パ ス ラ イ ン ３ ６ を 通 っ て 排 液 ラ イ ン ３ ５ に 排 出 さ れ る 透 析 液 （ 排 液 ） の 量 分 だ

け 、 透 析 液 導 入 ラ イ ン ３ ３ を 流 通 す る 透 析 液 の 量 よ り も 多 く な る 。 即 ち 、 除 水 ／ 逆 ろ 過 ポ

ン プ ３ ７ を 除 水 方 向 に 送 液 す る よ う に 駆 動 さ せ た 場 合 は 、 ダ イ ア ラ イ ザ １ ０ に お い て 、 血

液 か ら 所 定 量 の 除 水 が 行 わ れ る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】
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　 一 方 、 除 水 ／ 逆 ろ 過 ポ ン プ ３ ７ を 逆 ろ 過 方 向 に 送 液 す る よ う に 駆 動 さ せ た 場 合 に は 、 透

析 液 チ ャ ン バ ３ １ か ら 排 出 さ れ た 排 液 の 一 部 が バ イ パ ス ラ イ ン ３ ６ 及 び 透 析 液 導 出 ラ イ ン

３ ４ を 通 っ て 再 び 透 析 液 チ ャ ン バ ３ １ に 回 収 さ れ る 。 そ の た め 、 ダ イ ア ラ イ ザ １ ０ か ら 導

出 さ れ る 透 析 液 の 量 は 、 透 析 液 チ ャ ン バ ３ １ に 回 収 さ れ る 量 （ 即 ち 、 透 析 液 導 入 ラ イ ン ３

３ を 流 通 す る 透 析 液 の 量 ） か ら 、 バ イ パ ス ラ イ ン ３ ６ を 流 通 す る 透 析 液 の 量 を 減 じ た 量 と

な る 。 こ れ に よ り 、 ダ イ ア ラ イ ザ １ ０ か ら 導 出 さ れ る 透 析 液 の 量 は 、 バ イ パ ス ラ イ ン ３ ６

を 通 っ て 再 び 透 析 液 チ ャ ン バ ３ １ に 回 収 さ れ る 透 析 液 （ 排 液 ） の 量 分 だ け 、 透 析 液 導 入 ラ

イ ン ３ ３ を 流 通 す る 透 析 液 の 流 量 よ り も 少 な く な る 。 即 ち 、 除 水 ／ 逆 ろ 過 ポ ン プ ３ ７ を 逆

ろ 過 方 向 に 送 液 す る よ う に 駆 動 さ せ た 場 合 は 、 ダ イ ア ラ イ ザ １ ０ に お い て 、 血 液 回 路 ２ ０

に 所 定 量 の 透 析 液 が 注 入 （ 逆 ろ 過 ） さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 ま た 、 送 液 ラ イ ン ３ ８ に よ り 透 析 液 導 入 ラ イ ン ３ ３ を 流 通 す る 透 析 液 の 一 部 を 補 液 と し

て 静 脈 側 チ ャ ン バ ６ ０ に 供 給 す る こ と で 、 静 脈 側 チ ャ ン バ ６ ０ に 貯 留 さ れ た 血 液 に は 、 補

液 と し て の 透 析 液 が 補 充 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 ヒ ー タ ４ ０ は 、 透 析 液 回 路 ３ ０ を 流 通 す る 透 析 液 を 所 定 の 温 度 に 加 温 す る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 制 御 装 置 ５ ０ は 、 情 報 処 理 装 置 （ コ ン ピ ュ ー タ ） に よ り 構 成 さ れ 、 制 御 プ ロ グ ラ ム を 実

行 す る こ と に よ り 、 血 液 透 析 装 置 １ の 動 作 を 制 御 す る 。

　 具 体 的 に は 、 制 御 装 置 ５ ０ は 、 血 液 回 路 ２ ０ 及 び 透 析 液 回 路 ３ ０ に 配 置 さ れ た 各 種 の ポ

ン プ や ク ラ ン プ 、 並 び に ヒ ー タ ４ ０ 等 の 動 作 を 制 御 す る 。 こ れ に よ り 、 制 御 装 置 ５ ０ は 、

例 え ば 、 血 液 回 路 ２ ０ や ダ イ ア ラ イ ザ ３ ０ を 洗 浄 し 清 浄 化 す る 準 備 工 程 で あ る プ ラ イ ミ ン

グ 工 程 、 穿 刺 後 に 患 者 の 血 液 を 血 液 回 路 ２ ０ に 充 填 さ せ て 体 外 循 環 さ せ る 脱 血 工 程 、 脱 血

工 程 に 続 い て 行 わ れ る 透 析 工 程 、 透 析 工 程 の 実 行 中 に 補 液 を 行 な う 補 液 工 程 、 血 液 回 路 ２

０ 内 の 血 液 を 患 者 の 体 内 に 戻 す 返 血 工 程 な ど を 実 行 す る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 こ こ で 、 返 血 工 程 に お い て 、 静 脈 側 チ ャ ン バ ６ ０ に は 、 ダ イ ア ラ イ ザ １ ０ に お い て 浄 化

さ れ た 血 液 が 、 底 部 血 液 導 入 口 ６ １ １ ａ を 介 し て 導 入 さ れ る 。 ま た 、 オ ン ラ イ ン 用 補 液 ポ

ン プ ３ ９ が 作 動 さ れ る こ と で 、 補 液 と し て の 透 析 液 が 、 静 脈 側 チ ャ ン バ ６ ０ の 側 部 に 設 け

ら れ た 補 液 導 入 口 ６ １ ６ ａ を 介 し て 、 静 脈 側 チ ャ ン バ ６ ０ の 内 部 に 導 入 さ れ る 。 補 液 導 入

口 ６ １ ６ ａ が チ ャ ン バ 本 体 ６ １ の 内 周 面 の 接 線 方 向 を 向 い て 形 成 さ れ る た め 、 補 液 導 入 口

６ １ ６ ａ か ら 導 入 さ れ た 補 液 は 、 旋 回 流 を 形 成 し な が ら チ ャ ン バ 本 体 ６ １ の 内 部 に 導 入 さ

れ る 。 チ ャ ン バ 本 体 ６ １ の 内 部 に 導 入 さ れ た 補 液 は 、 静 脈 側 チ ャ ン バ ６ ０ に 貯 留 さ れ た 血

液 の 上 方 を 覆 う よ う に 重 層 さ れ て 血 液 の 上 部 に 貯 留 さ れ る 。 静 脈 側 チ ャ ン バ ６ ０ に 貯 留 さ

れ た 血 液 及 び 補 液 は 、 底 部 血 液 導 出 口 ６ １ ２ ａ を 介 し て 、 静 脈 側 チ ャ ン バ ６ ０ の 外 部 に 導

出 さ れ る 。 そ し て 、 静 脈 側 チ ャ ン バ ６ ０ か ら 導 出 さ れ た 血 液 は 、 静 脈 側 下 流 ラ イ ン ２ ２ ｂ

を 介 し て 、 患 者 に 戻 さ れ る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 の 静 脈 側 チ ャ ン バ ６ ０ は 、 チ ャ ン バ 本 体 ６ １ の 底 部 の 底 部 血 液

導 入 口 ６ １ １ ａ か ら 血 液 を 導 入 す る よ う に 構 成 さ れ る と 共 に 、 チ ャ ン バ 本 体 ６ １ の 底 部 の

底 部 血 液 導 出 口 ６ １ ２ ａ か ら 血 液 を 導 出 す る よ う に 構 成 さ れ る 。 更 に 、 静 脈 側 チ ャ ン バ ６

０ は 、 チ ャ ン バ 本 体 ６ １ の 側 部 の 補 液 導 入 口 ６ １ ６ ａ か ら 補 液 と し て の 透 析 液 が 導 入 さ れ

る こ と で 、 補 液 が 旋 回 流 を 形 成 し な が ら チ ャ ン バ 本 体 ６ １ の 内 部 に 導 入 さ れ て 、 補 液 と し

て の 透 析 液 が 、 チ ャ ン バ 本 体 ６ １ の 底 部 に 貯 留 さ れ た 血 液 の 上 部 に 貯 留 さ れ る よ う に 構 成

さ れ て い る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 以 上 説 明 し た 第 １ 実 施 形 態 の 静 脈 側 チ ャ ン バ ６ ０ に よ れ ば 、 以 下 の よ う な 効 果 を 奏 す る

。

　 （ １ ） 静 脈 側 チ ャ ン バ ６ ０ を 、 血 液 を 貯 留 す る チ ャ ン バ 本 体 ６ １ と 、 チ ャ ン バ 本 体 ６ １

の 底 部 に 配 置 さ れ チ ャ ン バ 本 体 ６ １ に 貯 留 さ れ た 血 液 を 導 出 す る 底 部 血 液 導 出 口 ６ １ ２ ａ
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と 、 チ ャ ン バ 本 体 ６ １ の 側 部 に 配 置 さ れ チ ャ ン バ 本 体 ６ １ に 補 液 と し て の 透 析 液 を 導 入 す

る 補 液 導 入 口 ６ １ ６ ａ と 、 を 含 ん で 構 成 し た 。 こ れ に よ り 、 チ ャ ン バ 本 体 ６ １ の 側 部 か ら

略 水 平 方 向 に 補 液 と し て の 透 析 液 を 導 入 で き る た め 、 チ ャ ン バ 本 体 ６ １ の 底 部 に 貯 留 さ れ

た 血 液 の 飛 び 跳 ね を 抑 制 で き る 。 ま た 、 チ ャ ン バ 本 体 ６ １ の 底 部 に 貯 留 さ れ た 血 液 の 上 部

を 覆 う よ う に 補 液 を 導 入 で き る た め 、 血 液 と 空 気 と が 接 触 す る 界 面 の 形 成 を 抑 制 で き 、 血

液 が 空 気 に 接 触 す る こ と を 抑 制 で き る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 （ ２ ） 補 液 導 入 口 ６ １ ６ ａ を 、 チ ャ ン バ 本 体 ６ １ の 内 周 面 の 接 線 方 向 を 向 い て 開 口 さ せ

た 。 こ れ に よ り 、 補 液 が 旋 回 流 を 形 成 す る こ と で 、 血 液 の 飛 び 跳 ね を 一 層 抑 制 で き る 。 ま

た 、 チ ャ ン バ 本 体 ６ １ の 底 部 に 貯 留 さ れ た 血 液 の 上 部 に お い て 補 液 が 旋 回 流 を 形 成 す る た

め 、 補 液 と し て の 透 析 液 が 血 液 の 上 部 を 覆 う 層 を 形 成 し や す く な り 、 血 液 が 空 気 に 接 触 す

る こ と を 一 層 抑 制 で き る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 （ ３ ） 底 部 血 液 導 入 口 ６ １ １ ａ を 、 チ ャ ン バ 本 体 ６ １ の 底 部 に 配 置 し て 構 成 し た 。 こ れ

に よ り 、 チ ャ ン バ 本 体 ６ １ の 底 部 か ら 血 液 を 導 入 し て 、 チ ャ ン バ 本 体 ６ １ の 底 部 か ら 血 液

を 導 出 で き る 。 よ っ て 、 血 液 を チ ャ ン バ 本 体 ６ １ の 上 部 か ら 導 入 し て 底 部 か ら 導 出 す る よ

り も 、 チ ャ ン バ 本 体 ６ １ の 底 部 か ら 血 液 を 導 出 し や す く 、 血 液 が チ ャ ン バ 本 体 ６ １ の 底 部

に 残 存 す る こ と を 抑 制 で き る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

（ 第 ２ 実 施 形 態 ）

　 次 に 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る 血 液 透 析 装 置 １ Ａ に つ き 、 図 ４ を 参 照 し な が ら 説 明

す る 。 第 ２ 実 施 形 態 の 血 液 透 析 装 置 １ Ａ は 、 主 と し て 、 静 脈 側 ラ イ ン ２ ２ の 静 脈 側 上 流 ラ

イ ン ２ ２ ａ が 静 脈 側 チ ャ ン バ ６ ０ の 上 部 血 液 導 入 口 ６ １ ５ ａ （ 血 液 導 入 口 ） に 接 続 さ れ る

点 に お い て 、 第 １ 実 施 形 態 と 異 な る 。 尚 、 第 ２ 実 施 形 態 の 説 明 に あ た っ て 、 同 一 構 成 要 件

に つ い て は 同 一 符 号 を 付 し 、 そ の 説 明 を 省 略 も し く は 簡 略 化 す る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 第 ２ 実 施 形 態 の 血 液 透 析 装 置 １ Ａ に お い て は 、 静 脈 側 ラ イ ン ２ ２ の 静 脈 側 上 流 ラ イ ン ２

２ ａ は 、 第 １ 実 施 形 態 の よ う に 静 脈 側 チ ャ ン バ ６ ０ の 底 部 の 底 部 血 液 導 入 口 ６ １ １ ａ に 接

続 さ れ る の で は な く 、 静 脈 側 チ ャ ン バ ６ ０ の 上 部 の 上 部 血 液 導 入 口 ６ １ ５ ａ に 接 続 さ れ る

。

　 上 部 血 液 導 入 口 ６ １ ５ ａ は 、 チ ャ ン バ 本 体 ６ １ に 貯 留 さ れ た 血 液 を チ ャ ン バ 本 体 ６ １ の

外 部 に 導 出 す る 開 口 で あ る 。 上 部 血 液 導 入 口 ６ １ ５ ａ は 、 静 脈 側 ラ イ ン ２ ２ の 静 脈 側 下 流

ラ イ ン ２ ２ ｂ を 介 し て 、 対 象 者 （ 透 析 患 者 ） の 静 脈 に 接 続 さ れ て い る 。

　 こ れ に よ り 、 血 液 を 静 脈 側 チ ャ ン バ ６ ０ の 上 部 の 上 部 血 液 導 入 口 ６ １ ５ ａ か ら 導 入 し て

、 静 脈 側 チ ャ ン バ ６ ０ に 貯 留 さ れ て 血 液 を 、 静 脈 側 チ ャ ン バ ６ ０ の 底 部 の 底 部 血 液 導 入 口

６ １ １ ａ か ら 外 部 に 導 出 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 以 上 説 明 し た 第 ２ 実 施 形 態 の 血 液 透 析 装 置 １ Ａ に よ れ ば 、 上 述 し た （ １ ） 及 び （ ２ ） の

効 果 を 奏 す る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

（ 第 ３ 実 施 形 態 ）

　 次 に 、 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る 静 脈 側 チ ャ ン バ ６ ０ Ａ に つ き 説 明 す る 。 図 ５ は 、 本

発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る 静 脈 側 チ ャ ン バ ６ ０ Ａ の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。

　 第 １ 実 施 形 態 及 び 第 ２ 実 施 形 態 の 静 脈 側 チ ャ ン バ ６ ０ に 代 え て 、 第 ３ 実 施 形 態 の 静 脈 側

チ ャ ン バ ６ ０ Ａ を 使 用 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 第 ３ 実 施 形 態 の 静 脈 側 チ ャ ン バ ６ ０ Ａ は 、 図 １ に 示 す 静 脈 側 ラ イ ン ２ ２ に 設 け ら れ る 第

１ 実 施 形 態 及 び 第 ２ 実 施 形 態 の 静 脈 側 チ ャ ン バ ６ ０ に 代 え て 、 図 １ に 示 す 静 脈 側 ラ イ ン ２

２ に 設 け ら れ る 。

　 静 脈 側 チ ャ ン バ ６ ０ Ａ は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 血 液 を 貯 留 す る チ ャ ン バ 本 体 ７ １ を 有 す
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る 。 チ ャ ン バ 本 体 ７ １ は 、 底 部 側 筒 状 部 ７ ２ と 、 中 間 筒 状 部 ７ ３ と 、 上 部 側 筒 状 部 ７ ４ と

、 を 備 え る 。 中 間 筒 状 部 ７ ３ は 、 上 下 方 向 に 延 び る 円 筒 状 に 形 成 さ れ る 。 中 間 筒 状 部 ７ ３

の 上 端 部 に は 、 上 部 側 筒 状 部 ７ ４ が 接 続 さ れ る 。 中 間 筒 状 部 ７ ３ の 下 端 部 に は 、 底 部 側 筒

状 部 ７ ２ が 接 続 さ れ る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 底 部 側 筒 状 部 ７ ２ は 、 底 面 を 有 す る 筒 状 に 形 成 さ れ 、 上 下 方 向 に 延 び 且 つ 中 間 筒 状 部 ７

３ よ り も 上 下 方 向 の 長 さ が 短 い 。 底 部 側 筒 状 部 ７ ２ は 、 そ の 下 部 に 、 底 部 血 液 導 出 部 ７ １

２ が 配 置 さ れ る 。 底 部 血 液 導 出 部 ７ １ ２ は 、 下 方 に 開 口 す る 底 部 血 液 導 出 口 ７ １ ２ ａ （ 血

液 導 出 口 ） を 介 し て 、 チ ャ ン バ 本 体 ７ １ の 底 部 に 接 続 さ れ る 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 底 部 血 液 導 出 口 ７ １ ２ ａ は 、 チ ャ ン バ 本 体 ７ １ に 貯 留 さ れ た 血 液 を チ ャ ン バ 本 体 ７ １ の

外 部 に 導 出 す る 。 底 部 血 液 導 出 口 ７ １ ２ ａ は 、 静 脈 側 ラ イ ン ２ ２ の 静 脈 側 下 流 ラ イ ン ２ ２

ｂ を 介 し て 、 対 象 者 （ 透 析 患 者 ） の 静 脈 に 接 続 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 上 部 側 筒 状 部 ７ ４ は 、 天 面 を 有 す る 円 筒 状 に 形 成 さ れ 、 上 下 方 向 に 延 び る 。 上 部 側 筒 状

部 ７ ４ の 上 部 に は 、 オ ー バ ー フ ロ ー 部 ７ １ ３ が 配 置 さ れ る 。 オ ー バ ー フ ロ ー 部 ７ １ ３ は 、

オ ー バ ー フ ロ ー 口 ７ １ ３ ａ を 介 し て 、 チ ャ ン バ 本 体 ７ １ の 上 部 に 接 続 さ れ て い る 。 オ ー バ

ー フ ロ ー 口 ７ １ ３ ａ に は 、 チ ャ ン バ 本 体 ７ １ の 内 部 に 延 び る チ ュ ー ブ が 接 続 さ れ て お り 、

こ の チ ュ ー ブ の 下 端 部 は 、 チ ャ ン バ 本 体 ７ １ の 内 部 に お け る 所 定 の 高 さ （ 本 実 施 形 態 で は

側 部 血 液 導 入 口 ７ ０ １ の 位 置 よ り も 上 方 の 位 置 ） ま で 延 び て い る 。 血 液 層 の 上 面 が 補 液 層

で 覆 わ れ て い る た め 、 オ ー バ ー フ ロ ー 口 ７ １ ３ ａ に 接 続 さ れ る チ ュ ー ブ の 下 端 部 は 、 補 液

層 の 内 部 に 位 置 し て お り 、 空 気 に 接 触 し な い 。 こ れ に よ り 、 オ ー バ ー フ ロ ー 口 ７ １ ３ ａ に

接 続 さ れ る チ ュ ー ブ の 下 端 部 に は 、 血 栓 が 生 成 さ れ に く く な る 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 上 部 側 筒 状 部 ７ ４ （ チ ャ ン バ 本 体 ７ １ ） の 側 部 に は 、 側 部 血 液 導 入 部 ７ １ １ と 、 側 部 血

液 導 入 部 ７ １ １ よ り も 上 方 に 配 置 さ れ る 補 液 導 入 部 ７ １ ６ と 、 が 配 置 さ れ る 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 側 部 血 液 導 入 部 ７ １ １ は 、 チ ャ ン バ 本 体 ７ １ の 内 部 に 血 液 を 導 入 す る 。 側 部 血 液 導 入 部

７ １ １ は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 水 平 方 向 に 延 び る 筒 状 に 形 成 さ れ る 。 側 部 血 液 導 入 部 ７ １

１ は 、 側 部 血 液 導 入 口 ７ ０ １ （ 血 液 導 入 口 ） を 介 し て 、 チ ャ ン バ 本 体 ７ １ の 側 部 に 接 続 さ

れ て い る 。 側 部 血 液 導 入 口 ７ ０ １ は 、 チ ャ ン バ 本 体 ７ １ の 側 方 に 向 け て 水 平 方 向 に 開 口 す

る 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 補 液 導 入 部 ７ １ ６ は 、 チ ャ ン バ 本 体 ７ １ の 内 部 に 補 液 と し て の 透 析 液 を 導 入 す る 。 補 液

導 入 部 ７ １ ６ は 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 水 平 方 向 に 延 び る 筒 状 に 形 成 さ れ る 。 補 液 導 入 部 ７

１ ６ は 、 補 液 導 入 口 ７ ０ ２ を 介 し て 、 チ ャ ン バ 本 体 ７ １ の 側 部 に 接 続 さ れ て い る 。 補 液 導

入 口 ７ ０ ２ は 、 血 液 層 の 上 面 （ 血 液 層 と 透 析 液 層 と の 境 界 面 Ｋ ） よ り も 上 方 に 位 置 さ れ る

。 補 液 導 入 口 ７ ０ ２ は 、 チ ャ ン バ 本 体 ７ １ の 側 方 に 向 け て 水 平 方 向 に 開 口 す る 。 補 液 導 入

口 ７ ０ ２ の 高 さ 方 向 の 位 置 は 、 チ ャ ン バ 本 体 ７ １ の 底 部 か ら 、 チ ャ ン バ 本 体 ７ １ の 上 下 方

向 の 長 さ の ７ ０ ％ よ り も 高 い 位 置 に 配 置 さ れ る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ６ ５ 】

　 補 液 導 入 口 ７ ０ ２ 及 び 側 部 血 液 導 入 口 ７ ０ １ は 、 チ ャ ン バ 本 体 ７ １ の 上 下 方 向 の 中 央 よ

り も 上 方 側 に お い て 、 上 下 方 向 に 並 ん で 配 置 さ れ る 。 補 液 導 入 口 ７ ０ ２ と 側 部 血 液 導 入 口

７ ０ １ と の 上 下 方 向 の 位 置 関 係 は 、 上 側 に 補 液 導 入 口 ７ ０ ２ が 配 置 さ れ 、 補 液 導 入 口 ７ ０

２ よ り も 下 側 に 側 部 血 液 導 入 口 ７ ０ １ が 配 置 さ れ る 。 補 液 導 入 口 ７ ０ ２ 及 び 側 部 血 液 導 入

口 ７ ０ １ は 、 上 下 方 向 に 所 定 距 離 を お い て 離 間 し て 配 置 さ れ 、 チ ャ ン バ 本 体 ７ １ の 内 部 に

お い て 、 補 液 導 入 口 ７ ０ ２ と 側 部 血 液 導 入 口 ７ ０ １ と の 間 に は 、 血 液 層 と 透 析 液 層 と の 境

界 面 Ｋ が 形 成 さ れ る 。 境 界 面 Ｋ は 、 血 液 層 の 上 面 で も あ り 、 補 液 層 と し て の 透 析 液 層 の 下

面 で も あ る 。 補 液 導 入 口 ７ ０ ２ 及 び 側 部 血 液 導 入 口 ７ ０ １ を 、 上 下 方 向 に 所 定 距 離 を お い

て 離 間 し て 配 置 し た た め 、 血 液 と 補 液 と を 混 ざ り に く く で き る 。 な お 、 補 液 導 入 口 ７ ０ ２
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及 び 側 部 血 液 導 入 口 ７ ０ １ の 上 下 方 向 の 位 置 は 限 定 さ れ ず 、 上 方 側 又 は 下 方 側 に 移 動 し た

位 置 に 配 置 し て も よ い 。

【 ０ ０ ６ ６ 】

　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ る 第 ３ 実 施 形 態 の 静 脈 側 チ ャ ン バ ６ ０ Ａ は 、 チ ャ ン バ 本 体 ７ １ の

側 部 に お い て 、 補 液 導 入 口 ７ ０ ２ を 上 側 に 配 置 す る と 共 に 、 側 部 血 液 導 入 口 ７ ０ １ を 補 液

導 入 口 ７ ０ ２ よ り も 下 側 に 配 置 す る こ と で 、 チ ャ ン バ 本 体 ７ １ の 側 部 に お い て 、 下 側 で 血

液 を 導 入 さ せ 、 上 側 で 透 析 液 を 導 入 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 血 液 層 と 透 析 液 層 と の 境 界 面 Ｋ

の 液 面 の 乱 れ を よ り 少 な く し て 、 血 液 層 の 上 面 を 、 補 液 と し て の 透 析 液 の 層 で 覆 う こ と が

で き る 。

【 ０ ０ ６ ７ 】

　 ま た 、 補 液 導 入 口 ７ ０ ２ を 血 液 層 の 上 面 よ り も 上 方 に 位 置 さ せ た た め 、 チ ャ ン バ 本 体 ７

１ の 底 部 に 貯 留 さ れ た 血 液 の 上 部 を 補 液 と し て の 透 析 液 の 層 で 確 実 に 覆 う こ と が で き る 。

こ れ に よ り 、 血 液 と 空 気 と が 接 触 す る 界 面 の 形 成 を 抑 制 で き 、 血 液 が 空 気 に 接 触 す る こ と

を 抑 制 で き る 。

【 ０ ０ ６ ８ 】

　 ま た 、 チ ャ ン バ 本 体 ７ １ に は 、 水 平 方 向 に 延 び る 側 部 血 液 導 入 部 ７ １ １ に 導 か れ た 血 液

が 側 部 血 液 導 入 口 ７ ０ １ を 介 し て 水 平 方 向 に 導 入 さ れ 、 水 平 方 向 に 延 び る 補 液 導 入 部 ７ １

６ に 導 か れ た 補 液 と し て の 透 析 液 が 補 液 導 入 口 ７ ０ ２ を 介 し て 水 平 方 向 に 導 入 さ れ る 。 そ

れ に よ っ て 、 血 液 層 と 透 析 液 層 と の 境 界 面 Ｋ の 液 面 の 乱 れ を よ り 少 な く で き る 。

【 ０ ０ ６ ９ 】

（ 第 ４ 実 施 形 態 ）

　 次 に 、 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 に 係 る 静 脈 側 チ ャ ン バ ６ ０ Ｂ に つ き 説 明 す る 。 図 ６ は 、 本

発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 に 係 る 静 脈 側 チ ャ ン バ ６ ０ Ｂ の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。

　 第 ４ 実 施 形 態 の 静 脈 側 チ ャ ン バ ６ ０ Ｂ は 、 第 ３ 実 施 形 態 の 静 脈 側 チ ャ ン バ ６ ０ Ａ と 比 べ

て 、 補 液 導 入 部 ７ １ ６ Ａ 及 び 側 部 血 液 導 入 部 ７ １ １ Ａ が 傾 い て 配 置 さ れ る 点 に お い て 、 第

３ 実 施 形 態 と 異 な る 。 第 ４ 実 施 形 態 の 説 明 に お い て 、 第 ３ 実 施 形 態 と 同 様 の 構 成 に つ い て

は 、 説 明 を 省 略 す る 。

【 ０ ０ ７ ０ 】

　 側 部 血 液 導 入 部 ７ １ １ Ａ は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 水 平 方 向 に 対 し て 下 向 き 角 度 β （ － ４

５ ° ～ ０ ° ） で 下 向 き に 傾 い た 状 態 で 延 び る 筒 状 に 形 成 さ れ る 。 側 部 血 液 導 入 部 ７ １ １ Ａ

は 、 側 部 血 液 導 入 口 ７ ０ １ ａ を 介 し て 、 静 脈 側 チ ャ ン バ ６ ０ Ｂ の 側 部 に 接 続 さ れ て い る 。

側 部 血 液 導 入 口 ７ ０ １ ａ は 、 チ ャ ン バ 本 体 ７ １ の 側 方 に 向 け て 下 向 き 角 度 β 傾 い て 開 口 す

る 。

【 ０ ０ ７ １ 】

　 補 液 導 入 部 ７ １ ６ Ａ は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 水 平 方 向 に 対 し て 上 向 き 角 度 α （ ０ ° ～ ４

５ ° ） で 上 向 き に 傾 い た 状 態 で 延 び る 筒 状 に 形 成 さ れ る 。 補 液 導 入 部 ７ １ ６ Ａ は 、 補 液 導

入 口 ７ ０ ２ ａ を 介 し て 、 静 脈 側 チ ャ ン バ ６ ０ Ｂ の 側 部 に 接 続 さ れ て い る 。 補 液 導 入 口 ７ ０

２ ａ は 、 チ ャ ン バ 本 体 ７ １ の 側 方 に 向 け て 上 向 き 角 度 α 傾 い て 開 口 す る 。

【 ０ ０ ７ ２ 】

　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ る 第 ４ 実 施 形 態 の 静 脈 側 チ ャ ン バ ６ ０ Ｂ は 、 チ ャ ン バ 本 体 ７ １ の

側 部 に お い て 、 補 液 導 入 口 ７ ０ ２ ａ を 上 側 に 配 置 す る と 共 に 、 側 部 血 液 導 入 口 ７ ０ １ ａ を

下 側 に 配 置 す る こ と で 、 チ ャ ン バ 本 体 ７ １ の 側 部 に お い て 、 下 側 で 血 液 を 導 入 さ せ 、 上 側

で 透 析 液 を 導 入 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 血 液 層 と 透 析 液 層 と の 境 界 面 Ｋ の 液 面 の 乱 れ を よ り

少 な く し て 、 血 液 の 上 面 を 、 補 液 と し て の 透 析 液 の 層 で 覆 う こ と が で き る 。

　 ま た 、 チ ャ ン バ 本 体 ７ １ に は 、 上 向 き 角 度 α （ ０ ° ～ ４ ５ ° ） 傾 い た 状 態 で 延 び る 補 液

導 入 部 ７ １ ６ Ａ に 導 か れ た 血 液 が 補 液 導 入 口 ７ ０ ２ ａ を 介 し て 上 向 き 角 度 α （ ０ ° ～ ４ ５

° ） で 導 入 さ れ 、 下 向 き 角 度 β （ － ４ ５ ° ～ ０ ° ） 傾 い た 状 態 で 延 び る 側 部 血 液 導 入 部 ７

１ １ Ａ に 導 か れ た 補 液 と し て の 透 析 液 が 側 部 血 液 導 入 口 ７ ０ １ ａ を 介 し て 上 向 き 角 度 α （

０ ° ～ ４ ５ ° ） で 導 入 さ れ る 。 そ の た め 、 血 液 の 流 入 方 向 と 補 液 と し て の 透 析 液 の 流 入 方

向 と が 交 差 す る こ と が 抑 制 さ れ て 、 血 液 層 と 透 析 液 層 と の 境 界 面 Ｋ の 液 面 の 乱 れ を よ り 少

10

20

30

40

50



(12) JP  2018-183408  A   2018.11.22

な く で き る 。

【 ０ ０ ７ ３ 】

　 以 上 、 本 発 明 の 血 液 透 析 装 置 の 好 ま し い 各 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は 、 上

述 し た 実 施 形 態 に 制 限 さ れ る も の で は な く 、 適 宜 変 更 が 可 能 で あ る 。

　 例 え ば 、 静 脈 側 チ ャ ン バ ６ ０ Ｃ ～ ６ ０ Ｆ を 、 次 の 第 １ 変 形 形 態 ～ 第 ３ 変 形 形 態 の よ う に

構 成 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ７ ４ 】

　 第 １ 変 形 形 態 及 び 第 ２ 変 形 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 第 １ 変 形 形 態 及 び 第 ２ 変 形 形 態 は 、

第 ３ 実 施 形 態 及 び 第 ４ 実 施 形 態 の 補 液 導 入 部 ７ １ ６ ， ７ １ ６ Ａ 及 び 側 部 血 液 導 入 部 ７ １ １

， ７ １ １ Ａ の 組 み 合 わ せ が 異 な る 。 図 ７ は 、 本 発 明 の 第 １ 変 形 形 態 に 係 る 静 脈 側 チ ャ ン バ

６ ０ Ｃ の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。 図 ８ は 、 本 発 明 の 第 ２ 変 形 形 態 に 係 る 静 脈 側 チ ャ ン バ ６ ０

Ｄ の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。

【 ０ ０ ７ ５ 】

　 図 ７ に 示 す よ う に 、 第 １ 変 形 形 態 の 静 脈 側 チ ャ ン バ ６ ０ Ｃ に お い て は 、 側 部 血 液 導 入 部

７ １ １ は 、 水 平 方 向 に 延 び る 筒 状 に 形 成 さ れ 、 側 部 血 液 導 入 部 ７ １ １ の 側 部 血 液 導 入 口 ７

０ １ は 、 チ ャ ン バ 本 体 ７ １ の 側 方 に 向 け て 水 平 方 向 に 開 口 す る 。

　 補 液 導 入 部 ７ １ ６ Ａ は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 水 平 方 向 に 対 し て 上 向 き 角 度 α （ ０ ° ～ ４

５ ° ） で 上 向 き に 傾 い た 状 態 で 延 び る 筒 状 に 形 成 さ れ 、 補 液 導 入 部 ７ １ ６ Ａ の 補 液 導 入 口

７ ０ ２ ａ は 、 チ ャ ン バ 本 体 ７ １ の 側 方 に 向 け て 上 向 き 角 度 α 傾 い て 開 口 す る 。

【 ０ ０ ７ ６ 】

　 ま た 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 第 ２ 変 形 形 態 の 静 脈 側 チ ャ ン バ ６ ０ Ｄ に お い て は 、 側 部 血 液

導 入 部 ７ １ １ Ａ は 、 水 平 方 向 に 対 し て 下 向 き 角 度 β （ － ４ ５ ° ～ ０ ° ） で 下 向 き に 傾 い た

状 態 で 延 び る 筒 状 に 形 成 さ れ 、 側 部 血 液 導 入 部 ７ １ １ Ａ の 側 部 血 液 導 入 口 ７ ０ １ ａ は 、 チ

ャ ン バ 本 体 ７ １ の 側 方 に 向 け て 下 向 き 角 度 β 傾 い て 開 口 す る 。

　 補 液 導 入 部 ７ １ ６ は 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 水 平 方 向 に 延 び る 筒 状 に 形 成 さ れ 、 補 液 導 入

部 ７ １ ６ の 補 液 導 入 口 ７ ０ ２ は 、 チ ャ ン バ 本 体 ７ １ の 側 方 に 向 け て 水 平 方 向 に 開 口 す る 。

【 ０ ０ ７ ７ 】

　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ る 第 １ 変 形 形 態 及 び 第 ２ 変 形 形 態 に お い て は 、 第 ３ 実 施 形 態 及 び

第 ４ 実 施 形 態 と 同 様 の 効 果 を 奏 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ７ ８ 】

　 第 ３ 変 形 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 図 ９ は 、 第 ３ 変 形 形 態 の 構 成 を 示 す 図 で あ っ て 、 補 液

導 入 口 ７ ０ ２ （ ７ ０ ２ ａ ） 及 び 側 部 血 液 導 入 口 ７ ０ １ （ ７ ０ １ ａ ） の 位 置 関 係 の 例 を 模 式

的 に 示 す 図 で あ る 。 第 ３ 変 形 形 態 は 、 補 液 導 入 口 ７ ０ ２ （ ７ ０ ２ ａ ） 及 び 側 部 血 液 導 入 口

７ ０ １ （ ７ ０ １ ａ ） の 位 置 関 係 を 異 な ら せ た 変 形 形 態 で あ る 。

【 ０ ０ ７ ９ 】

　 図 ９ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 補 液 導 入 口 ７ ０ ２ （ ７ ０ ２ ａ ） 及 び 側 部 血 液 導 入 口 ７ ０ １ （

７ ０ １ ａ ） の 位 置 関 係 は 、 前 述 の 第 ３ 実 施 形 態 及 び 第 ４ 変 形 形 態 と 同 様 に 、 平 面 視 で 、 チ

ャ ン バ 本 体 ７ １ の 周 方 向 に お い て 同 じ 位 置 に 配 置 し て も よ い し 、 図 ９ （ ｂ ） に 示 す よ う に

、 チ ャ ン バ 本 体 ７ １ の 周 方 向 に お い て θ １ （ 例 え ば ９ ０ ° ） 離 間 し た 位 置 に 配 置 し て も よ

い し 、 図 ９ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 チ ャ ン バ 本 体 ７ １ の 周 方 向 に お い て θ ２ （ 例 え ば １ ８ ０

° ） 離 間 し た 位 置 に 配 置 し て も よ い 。 な お 、 補 液 導 入 口 ７ ０ ２ （ ７ ０ ２ ａ ） 及 び 側 部 血 液

導 入 口 ７ ０ １ （ ７ ０ １ ａ ） を 離 間 さ せ る 角 度 は 、 こ れ ら に は 限 定 さ れ な い 。

【 ０ ０ ８ ０ 】

　 ま た 、 前 記 第 １ 実 施 形 態 及 び 前 記 第 ２ 実 施 形 態 で は 、 血 液 浄 化 の 方 法 と し て い わ ゆ る オ

ン ラ イ ン Ｈ Ｄ Ｆ に お い て 、 後 希 釈 に よ る 方 法 を 用 い て 、 静 脈 側 チ ャ ン バ ６ ０ に 補 液 と し て

の 透 析 液 を 供 給 す る 構 成 に つ い て 説 明 し た が 、 こ れ に 限 ら れ ず 、 前 希 釈 に よ る 方 法 を 用 い

て も よ い 。 こ の 場 合 に は 、 補 液 と し て の 透 析 液 を 動 脈 側 チ ャ ン バ に 供 給 す る 構 成 と し 、 前

記 第 １ 実 施 形 態 に お け る 静 脈 側 チ ャ ン バ ６ ０ に 補 液 と し て の 透 析 液 を 供 給 す る 構 成 に 代 え

て 、 第 １ 実 施 形 態 で 説 明 し た 静 脈 側 チ ャ ン バ ６ ０ と 同 様 の 構 成 を 、 動 脈 側 チ ャ ン バ ２ １ ３

に 適 用 す る こ と で 、 前 記 第 １ 実 施 形 態 及 び 前 記 第 ２ 実 施 形 態 と 同 様 の 効 果 を 奏 す る こ と が
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で き る 。

【 ０ ０ ８ １ 】

　 ま た 、 前 記 実 施 形 態 で は 、 補 液 と し て の 透 析 液 を 、 透 析 液 導 入 ラ イ ン ３ ３ か ら 、 送 液 ラ

イ ン ３ ８ を 介 し て 、 静 脈 側 チ ャ ン バ ６ ０ に 供 給 す る よ う に 構 成 し た が 、 こ れ に 限 ら れ ず 、

補 液 と し て の 透 析 液 を 、 透 析 液 導 出 ラ イ ン ３ ４ か ら 、 送 液 ラ イ ン を 介 し て 、 静 脈 側 チ ャ ン

バ ６ ０ に 供 給 す る よ う に 構 成 し て も よ い 。

【 ０ ０ ８ ２ 】

　 ま た 、 前 記 実 施 形 態 で は 、 血 液 導 入 口 ６ １ ５ ａ を チ ャ ン バ 本 体 ６ １ の 底 部 に 配 置 し た が

、 こ れ に 限 ら な い 。 即 ち 、 血 液 導 入 口 を 、 チ ャ ン バ 本 体 の 側 部 に お け る 補 液 導 入 口 よ り も

下 部 に 配 置 し て も よ い 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ８ ３ 】

　 １ ， １ Ａ 　 血 液 透 析 装 置

　 １ ０ 　 ダ イ ア ラ イ ザ （ 血 液 透 析 器 ）

　 ２ ０ 　 血 液 回 路

　 ２ １ 　 動 脈 側 ラ イ ン

　 ２ ２ 　 静 脈 側 ラ イ ン

　 ３ ０ 　 透 析 液 回 路

　 ３ ３ 　 透 析 液 導 入 ラ イ ン

　 ３ ４ 　 透 析 液 導 出 ラ イ ン

　 ３ ８ 　 送 液 ラ イ ン

　 ３ ９ 　 オ ン ラ イ ン 用 補 液 ポ ン プ （ ポ ン プ ）

　 ５ ０ 　 制 御 装 置

　 ６ ０ ， ６ ０ Ａ ， ６ ０ Ｂ ， ６ ０ Ｃ ， ６ ０ Ｄ ， ６ ０ Ｅ ， ６ ０ Ｆ 　 静 脈 側 チ ャ ン バ （ チ ャ ン バ

）

　 ６ １ ， ７ １ 　 チ ャ ン バ 本 体

　 ６ １ １ ａ 　 底 部 血 液 導 入 口 （ 血 液 導 入 口 ）

　 ６ １ ２ ａ 　 底 部 血 液 導 出 口 （ 血 液 導 出 口 ）

　 ６ １ ５ ａ 　 上 部 血 液 導 入 口 （ 血 液 導 入 口 ）

　 ６ １ ６ ａ ， 　 補 液 導 入 口

　 ７ ０ １ ， ７ ０ １ ａ 　 側 部 血 液 導 入 口 （ 血 液 導 入 口 ）

　 ７ ０ ２ ， ７ ０ ２ ａ 　 補 液 導 入 口

　 ７ １ ２ ａ 　 底 部 血 液 導 出 口 （ 血 液 導 出 口 ）
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